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烋成ǘ６烝度 東京都立東久留米総合高等学校θ全日制課程χい載め防溺基本方針 

烋成ǘĽ烝ǖǹ鏤８日 

校  長  決  定 

 

ǖ い載め問題への基本的作考え方 

い載薩朔腰い載薩を溜けた生徒昨教育を溜け傘権利を著裁く侵害裁腰そ昨心身昨健全作成

長及び人格昨形成削重大作影響を諾え傘昨札作晒剤腰そ昨生命又朔身体削重大作危険を生載

細在傘採そ参歳あ傘甑 

裁た歳榊崎腰本校埼朔腰際冊崎昨生徒歳い載薩を行わ剤腰察栽昨生徒削対裁崎行わ参傘い

載薩を認識裁作歳晒放置際傘祭碕歳無い皿う腰い載薩歳心身削及拶際影響そ昨他昨い載薩昨

問題削関際傘生徒昨理解を深薩傘祭碕を踪碕裁崎腰い載薩昨防溺等昨た薩昨対策を行う甑 

擦た腰家庭や地域腰関係機関碕昨緊密作連携を図三腰生徒歳多く昨人々碕関わ三腰多く昨

経験を積殺碕碕雑削腰多く昨目埼見晤晒参傘皿う学校を中心碕裁たコ璽ュニテ伺実作三削昧

薩傘甑 

 

ǘ 学校及び教職員の責務 

本校教職員朔腰い載薩歳生徒昨生命並び削心身昨健全作成長及び人格昨形成削重大作影響

を及拶際雑昨埼あ傘祭碕削鑑札腰全崎昨生徒歳歳晧心裁崎学習そ昨他昨活動削流三組殺祭碕

歳埼済傘皿う腰在籍際傘生徒昨保護者腰地域住民並び削関係際傘機関及び団体碕昨連携を図

三肴肴腰学校全体埼い載薩昨未然防溺及び蹣期発見削流三組殺碕碕雑削腰在籍際傘生徒歳い

載薩を溜け崎い傘碕思わ参傘碕済朔腰適勉栽肴迅速削対処際傘甑 

 

ǚ い載め防溺等のための組織 

θǖχ学校い載め対策委員会 

 ア 設置の目的 

い載薩朔腰全崎昨学校削採い崎起祭三う傘問題埼あ傘碕いう認識削嫻咲済腰生徒歳晧心裁

崎学習やそ昨他昨活動削流三組殺祭碕歳埼済傘皿う腰学校昨内外を問わ剤腰い載薩歳行わ参

作く作傘皿う削際傘た薩削腰学校全体埼い載薩昨未然防溺及び蹣期発見削流三組札腰い載薩

歳発生裁た碕考え晒参傘場合腰組織的削適勉栽肴迅速削祭参削対処際傘祭碕を目的碕裁崎当

該委員会を設置際傘甑 

 イ 所掌事項 

委員会朔腰情報昨収集碕実態把握質相談活動昨充実を図傘甑そ昨際朔腰生徒や保護者昨思

いや立場削立榊た視珵埼塡確作情報歳得晒参傘皿う削昧薩傘碕碕雑削腰職員昨指棡力向上腰

い載薩昨未然防溺質蹣期発見腰い載薩歳発生裁た場合昨適勉栽肴迅速作対処歳埼済傘祭碕を

薩菜裁崎逗昨業務を遂行際傘甑 

会 い載薩昨未然防溺昨体制整備及び流三組札 

解 い載薩昨状況把握及び便析θチ史ック斯実ト質仔ンケ実ト昨活用χ 

回 い載薩を溜けた生徒削対際傘相談及び支援 
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塊 い載薩を溜けた生徒昨保護者削対際傘相談及び支援 

壊 い載薩を行榊た生徒削対際傘指棡 

廻 い載薩を行榊た生徒昨保護者削対際傘妹言 

快 専門的作知識を鐚際傘機関等碕昨連携 

怪 そ昨他い載薩昨防溺削係傘祭碕 

ウ 委員構成 

委員会朔腰校長腰副校長腰保健主任腰生活指棡主任腰養護教諭腰各学烝主任採皿び旨ク実

ルカ司ンセラ実削皿榊崎構成際傘甑校長昨墓断削皿三必要削応載崎腰心理腰福祉等削関際傘

専門的作知識を鐚際傘者を参加細在傘祭碕歳埼済傘甑 

エ 学校サポートチームとの連携 

い載薩昨未然防溺碕発生時削迅速削解決削向けた対応を採祭作うた薩腰学校運営連絡協議

会委員腰警視庁田無警察署旨ク実ルサポ実タ実腰椌烋児童相談所腰法務局田無出張所等碕昨

連携を図傘甑 

 

ǜ 段階削応載た具体的作取組 

θǖχ未然防溺のための取組 

ア 塡義が通る学校を基本方針削掲げる 

坤弱い者い載薩や卑怯作ふ傘擦いを裁作い腰細在作い腰許細作い墾塡義歳通傘学校環境を

創造裁腰濁塡義削対裁崎朔断固た傘姿勢埼組織的削対処際傘甑 

イ 道徳教育の充実を図る 

生徒昨豊栽作情操碕道徳心を嫺い腰心昨通う対人交流能力昨素地を養うた薩腰全崎昨教育

活動を通載た道徳教育及び体験活動等昨充実を図傘甑 

 ウ 教員研修の開催 

  全職員歳刻々碕変貌際傘い載薩昨態様や特質等削関際傘情報を入手共鐚裁腰組織的削対応

埼済傘体制を構築際傘た薩削腰烝ǚ回昨校内研修を実施際傘甑 

 エ い載め削関際る授業の実施 

  生徒削着実作人権意識を定着細在傘た薩腰各学期始薩削腰い載薩削関際傘授業を実施際傘甑 

エ 様々作連携の活用 

保護者並び削地域住民そ昨他昨関係者碕昨連携を図三肴肴腰い載薩防溺削資際傘生徒歳自

主的削行う生徒会活動削対際傘支援を行う甑 

オ 現代社会特有の人権侵害への対応 

使ンタ実ネットを通載崎行わ参傘い載薩削対際傘対策を徹底際傘甑生徒及び保護者歳腰発

信細参た情報昨高度昨流通性腰発信者昨匿名性腰そ昨他昨使ンタ実ネットを通載崎送信細参

傘情報昨特性を踏擦え崎腰使ンタ実ネットを通載崎行わ参傘い載薩を防溺裁及び効果的削対

処埼済傘皿う削腰必要作啓発活動碕裁崎情報モラル研修会等を行う甑 

θǘχ早期発見のための取組 

ア い載め調査等 

会い載薩を蹣期削発見際傘た薩腰在籍際傘生徒削対際傘い載薩仔ンケ実ト調査を烝ǚ回学期

斎碕削実施際傘甑 
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 解教育相談を通載た学級担任削皿傘生徒栽晒昨聞済流三調査を適時実施際傘甑 

 イ い載め相談体制 

生徒及び保護者歳い載薩削係傘相談を行う祭碕歳埼済傘皿う逗昨碕採三相談体制昨整備

を行う甑 

会旨ク実ルカ司ンセラ実昨活用 

解い載薩相談窓口昨設置 

 ウ い載めの防溺等のための対策削従事際る人材の確保及び資質の向上 

い載薩昨防溺等昨た薩昨対策削関際傘研修を烝間計画削位置咲け崎実施裁腰い載薩昨防溺

等削関際傘職員昨資質向上を図傘甑碕三わけ腰近烝著裁く増加傾向削あ傘ＳＮＳ等を使榊た

い載薩を蹣期発見際傘た薩腰外部講師等昨活用を通裁崎教職員昨旨キル仔ップ削流三組殺甑 

θǚχ早期対応のための取組 

会い載薩削係傘相談を溜けた場合朔腰際札や栽削事実昨鐚無昨確認を行う甑 

解い載薩昨事実歳確認細参た場合朔腰い載薩をや薩細在腰そ昨再発を防溺際傘た薩腰い載薩

を溜けた生徒質保護者削対際傘支援碕腰い載薩を行榊た生徒匙昨指棡碕そ昨保護者匙昨妹

言を6162的削行う甑 

回い載薩を溜けた生徒歳晧心裁崎教育を溜け傘た薩昨措置昨必要歳あ傘碕認薩晒参傘碕済

朔腰保護者碕連携を図三作歳晒腰一定期間慕室等削採い崎学習を行わ在傘措置を講剤傘甑 

塊い載薩昨関係者間削採け傘争いを生載細在作い皿う腰い載薩削係傘情報を関係保護者碕共

鐚際傘た薩昨必要作措置を講剤傘甑 

壊犯罪行琦碕裁崎流三扱わ参傘冊済い載薩削肴い崎朔腰教育委員会及び所轄警察署等碕連携

裁崎対処際傘甑 

θǜχ重大事態への対処 

  生命質心身又朔財産削重大作被害歳生載た疑いや腰相当昨期間学校を靭席際傘祭碕を余儀

作く細参崎い傘疑い歳あ傘場合朔腰逗昨対処を行う甑 

会重大事態歳発生裁た踪を腰教育庁西部学校経営支援センタ実支所削速や栽削報告際傘甑 

解支援センタ実支所碕協議昨上腰学校い載薩対策委員会を中心削迅速削対応際傘甑 

回上記委員会削皿傘調査結果削肴い崎朔腰い載薩を溜けた生徒質保護者削対裁腰事実関係そ

昨他昨必要作情報を適勉削提供際傘甑 

 

Ą 学校評価及び嫻本方針改善昨た薩昨計画 

θǖχ学校評価アンケート削よる検証 

学校運営連絡協議会歳実施際傘学校評価仔ンケ実ト昨評価項目削腰い載薩防溺削関際傘流

三組札を入参傘祭碕埼腰本嫻本方針を客観的削検証際傘碕碕雑削腰逗烝度削向けた方針策定

昨指針碕際傘甑 

θǘχ次ーム時ージ等への掲載 

本嫻本方針を本校次実痔時実施や学校便三等削掲載際傘甑保護者質地域社会削学校昨流三

組札を周知際傘祭碕埼腰学校碕家庭質地域社会歳一丸碕作榊崎い載薩昨作い明傘い社会を創

造際傘甑 


